



















護の対象となる子どもは約 4 万 6 千人おり、そのう
ち約 2 万 8 千人（2014 年 10 月現在）が児童養護施
設で生活している。こういった社会的養護の今後に















































































体はなかった。さらに計画完成時期を 2014 年 8 月
から 12 月に考えている自治体は 21、2015 年 1 月か





い。厚労省の 2008 年 3 月時点の調査では、回答の
あった児童養護施設489ヶ所のうち、370ヶ所（76%）
の施設は大舎制 1）であり、中舎制 2）は95ヶ所（19％）、
小舎制 3）は 114 ヶ所（23％）であった。4 年後の 2012
年 3 月時点の調査では、回答のあった 552 ヶ所のう
ち、大舎制の施設は 280 ヶ所（51%）となり、中舎
制は 147 ヶ所（27％）、小舎制は 226 ヶ所（41％）
となった。大舎制の施設が 7 割を占めていたものが、





模児童養護施設は 2007 年度は 146 ヶ所であったが、
2013 年度には 199 施設で実施、266 ヶ所に増えてい
る。なお 2008 年 7 月からは 1 か所の施設が複数の
地域小規模児童養護施設を実施できるようになった。
また児童養護施設における小規模グループケアは
2007 年度は 315 ヶ所であったものが、2013 年度に
は 817 ヶ所になり 2.5 倍以上の増加となっている。
小規模グループケアも 2007 年度は 1 施設における
指定が 1 か所のみであったが、2008 年度、2009 年








































































































































































表 2 は調査対象者たちが生活する F 施設、G 施設
について職員への調査から整理したものである。 
また表 3 は表 2 で示した施設の概要に加え、子ど
もたちが語ってくれたそれぞれの施設の状況につい
て付け加えたものである。 
表 1 対象者（子ども）の概要 
 A さん（F 施設） B さん（G 施設） C さん（G 施設） 
性別 男性 女性 女性 
学年 高校生 高校生 高校生 
現在の施設に
入所するまで 
中 2 に大舎制の他施設に入所し、中 3
に F 施設に来た。 
中 1のとき小規模の他施設に入所し、
中 2 に G 施設に変わった。 
中 1 で大舎制の他施設に入所。中 2










表 2 施設の概要(職員への調査から) 
 F 施設 G 施設 
今回の調査対象者（職員） D さん E さん 
生活ユニットの子どもの人数 15 人 8 人 
生活している子どもの年齢 幼児から 18 歳の縦割り 6） 幼児から 18 歳までの縦割り 
生活している子どもの性別 男女別 男女別 
職員の人数（常勤・非常勤） 常勤 3 人非常勤 1 人 常勤 3 人非常勤 1 人 
職員の勤務体制 交代勤務 交代勤務 
表 3 施設の概要(子どもへの調査から) 
 F 施設 G 施設 
今回の調査対象者（子ども） A さん B さん･C さん 












門限 門限は中高学生が平日 17 時半。高校生は土日
19 時半。バイトの人は 21 時半。 
門限は 19 時。 












 F 施設 G 施設 














































表 4 小規模化のよいところ（子どもへの調査から） 
カテゴリー 内容 対象者 











G 施設は一人部屋があるから、ゆっくりしたいとか、怒っているとき一人でいられる。 B 
疲れたときとか、怒っているとき一人になれる。 C 












カテゴリー 内容 対象者 









施設への適応 施設の仲間は優しくて、施設は入りやすい。 C 
一時保護は一番しんどい。施設の方が入りやすい。 B 































表 5 小規模化のよいところ（職員への調査から） 


















































表 6 小規模化の要望・課題（子どもへの調査から） 
カテゴリー 内容 対象者  

































表 7 小規模化の難しさ・課題（職員への調査から） 


























られた。それについてまとめたものが表 8 である。 
表 8 施設について思うこと（子どもへの調査から） 










































































































































紀要 第 47 号（2014） 
・橋本好市・明柴聰史「児童養護施設の小規模化に
関する考察と課題―大舎制から小規模ケアへ―」
































第 4 号（2010） 
・全国児童養護施設協議会「特集 家庭的養護推進
の課題―子どもを育む環境―」季刊児童養護第 45




養護第 45 巻第 2 号（2014） 
注 
1）大舎は 1 養育単位当たりの定員数が 20 人以上の
もの 
2）中舎は 1 養育単位当たりの定員数が 13 人から 19
人以下のもの 




設。定員は本体施設とは別に 6 名である。 
5）小規模グループケアとは、1 グループ 6～8 人を
生活単位とし、1～2 人の居室と居間、キッチン、
浴室、トイレなどの設備を設置し、家庭的な養護
を行うというものである。その方法には施設内を
分割しユニットを構成するユニットケア型と、同
じ敷地内に独立した住居で構成する戸建住宅型
がある。 
6）同じ年齢の子どもたちが一緒に暮らす形態では
なく、年齢の異なる子どもたちが集団で暮らす形
態のことである。 
 
